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Takaaki Umada / 馬田隆明
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環境省 中央環境審議会 (2023-11-22)

Climate Tech 
スタートアップの動向
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自己紹介

馬田隆明 (東京大学 FoundX）

以下のような活動をしています。

• スタートアップ支援

• アントレプレナーシップ教育

問い合わせ: https://takaumada.com/

スタートアップの
公共や規制との

付き合い方
Amazon

(2021 年 1 月)

曖昧な思考を
明晰にする方法

Amazon
(2022 年 11 月)
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https://takaumada.com/
https://www.amazon.co.jp/dp/B08S6XH593/
https://www.amazon.co.jp/dp/B08S6XH593/


Climate Tech とは
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Climate Tech とは？

画像は『Speed & Scale』に添付のアクションプランより: 
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/download/22/11/11/00110/

4

気候変動やその悪影響を理解・緩和・適応する
技術的ソリューションやビジネスのこと

注）

• FinTech などの「〇〇 Tech」と同様、スタートアップ企業のことを
指す場合が多い。

• 日本で言う「GX」に近いが、GX は主に大企業が対象となっている点
が異なる。
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https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/download/22/11/11/00110/


対象となる主な産業

1. 交通 🚗

2. 電力 💡

3. 食料・水 🐄

4. 自然環境 🌱

5. 産業 🧱

6. 炭素除去 🧹

An Action Plan for Solving our Climate Crisis Now
Speed & Scale（スピード・アンド・スケール） | 日経BOOKプラス (nikkei.com)
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https://speedandscale.com/
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/22/09/22/00399/


6

エネルギーの比重は大きいが

エネルギーだけではない
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Climate Tech とは？

画像は『Speed & Scale』に添付のアクションプランより: 
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/download/22/11/11/00110/

7

気候変動やその悪影響を理解・緩和・適応する
技術的ソリューションやビジネスのこと

注）

• FinTech などの「〇〇 Tech」と同様、スタートアップ企業のことを
指す場合が多い。

• 日本で言う「GX」に近いが、GX は主に大企業が対象となっている印象

- 9 -

https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/download/22/11/11/00110/


① 理解のための Climate Tech

気候テックのためのシンプルなメンタルモデル: 「理解する」「緩和する」「対処する」 8

🧠🔭

理解
緩和・適応策を講ず
るための現状把握

例）
• 気候リスク分析
• GHG の管理会計
• メタン排出測定
• 消費者向けカーボ

ンラベリング
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https://review.foundx.jp/entry/a-simplified-mental-model-for-climate-tech


② 緩和のための Climate Tech

気候テックのためのシンプルなメンタルモデル: 「理解する」「緩和する」「対処する」 9

🧠🔭

理解
🚗💡🐮🌱🧱🧹

緩和
緩和・適応策を講ず
るための現状把握

例）
• 気候リスク分析
• GHG の管理会計
• メタン排出測定
• 消費者向けカーボ

ンラベリング

各産業でのGHG排出
量の減少や炭素回収

例）各産業の
• 生産
• デリバリー
• 消費
• 促進
に関わる脱炭素
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https://review.foundx.jp/entry/a-simplified-mental-model-for-climate-tech


③ 適応のための Climate Tech

気候テックのためのシンプルなメンタルモデル: 「理解する」「緩和する」「対処する」 10

🧠🔭

理解
🚗💡🐮🌱🧱🧹

緩和
🥵

適応
緩和・適応策を講ず
るための現状把握

例）
• 気候リスク分析
• GHG の管理会計
• メタン排出測定
• 消費者向けカーボ

ンラベリング

各産業でのGHG排出
量の減少や炭素回収

例）各産業の
• 生産
• デリバリー
• 消費
• 促進
に関わる脱炭素

気候変動による諸課
題への事後的な対処

例）
• 災害対策・対応
• 保険
• 農業・水
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https://review.foundx.jp/entry/a-simplified-mental-model-for-climate-tech


Climate Tech の 3 分類

気候テックのためのシンプルなメンタルモデル: 「理解する」「緩和する」「対処する」 11

🧠🔭

理解
🚗💡🐮🌱🧱🧹

緩和
🥵

適応
緩和・適応策を講ず
るための現状把握

例）
• 気候リスク分析
• GHG の管理会計
• メタン排出測定
• 消費者向けカーボ

ンラベリング

各産業でのGHG排出
量の減少や炭素回収

例）各産業の
• 生産
• デリバリー
• 消費
• 促進
に関わる脱炭素

気候変動による諸課
題への事後的な対処

例）
• 災害対策・対応
• 保険
• 農業・水
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https://review.foundx.jp/entry/a-simplified-mental-model-for-climate-tech


Climate Tech スタートアップの成長の例) Solugen

合成生物学で化学産業の脱炭素化を行う Solugen は MIT の研究
者らが 2016 年に設立。当時はラボレベルだったものが……

ハードテック＆バイオテック起業家へのアドバイス - FoundX 12

2016 年
ビーカーでのプロトタイプ

- 14 -

https://review.foundx.jp/entry/advice-for-hard-tech-and-biotech-founders


Climate Tech スタートアップの成長の例) Solugen

創業 3 年後の 2019 年には化学プラントを建設。創業 6 年で
800 億円近くの資金調達を実施。

ハードテック＆バイオテック起業家へのアドバイス - FoundX
Solugen - Funding, Financials, Valuation & Investors (crunchbase.com)

13

2016 年
ビーカーでのプロトタイプ

2019 年
化学プラントを自社で持つ

3 年後
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https://review.foundx.jp/entry/advice-for-hard-tech-and-biotech-founders
https://www.crunchbase.com/organization/solugen/company_financials


Climate Tech の
世界での盛り上がり
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Bill Gates expects 8 to 10 Teslas and a Google, Amazon and Microsoft (cnbc.com)
Photo by Munich Security Conference 2017: Bill Gates - Munich Security Conference
Creative Commons Attribution 3.0 15

8 ～10 社の

Tesla 規模の会社が

グリーンの領域から

出てくる
- Bill Gates
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https://www.cnbc.com/2021/10/20/bill-gates-expects-8-to-10-teslas-and-a-google-amazon-and-microsoft.html
https://securityconference.org/en/medialibrary/asset/bill-gates-1523-18-02-2017/


次の 1000 社の

ユニコーンは

グリーンビジネス

から出てくるだろう
- Larry Fink (Blackrock CEO)

Blackrock CEO Larry Fink: Next 1,000 unicorns will be in climate tech (cnbc.com)
Photo by Financial Times Larry Fink, CEO, BlackRock and Duncan Niederauer, CC BY 2.0 DEED- 18 -

https://www.cnbc.com/2021/10/25/blackrock-ceo-larry-fink-next-1000-unicorns-will-be-in-climate-tech.html
https://www.flickr.com/photos/financialtimes/12171245286


17

スタンフォード大学

に約 1400 億円を

寄付し 70 年ぶりの

新学部「サステナビ

リティ学部」を創設
- John Doerr (KPCB)

New school: Stanford Doerr School of Sustainability
Photo by Amazon.co.jp: John Doerr:作品一覧、著者略歴- 19 -

https://news.stanford.edu/2022/05/04/stanford-doerr-school-sustainability-universitys-first-new-school-70-years-will-accelerate-solutions-global-climate-crisis/
https://www.amazon.co.jp/John-Doerr/e/B07CJ3MKPN%3Fref=dbs_a_mng_rwt_scns_share


IT 系の起業家が続々と Climate Tech に

Talmon Marco 氏と Julia Collins 氏の写真は TechCrunch / TechCrunch (CC-BY 2.0) から。Matt Rogers 氏の写真は LinkedIn のもの。 18

1 社起業後

楽天に約 900 億円で買収

創業者
Talmon Marco

水電解装置の製造販売の
スタートアップの起業

Google に約 3200 億円で買収

創業者
Matt Rogers

フードリサイクルゴミ箱の
スタートアップの起業

NGO 等の後

創業者
Julia Collins

ソフトバンクから 550 億円投資

離任後
消費者ブランド向け

炭素管理プラットフォーム

- 20 -

https://www.flickr.com/photos/techcrunch/26660728260/
https://www.flickr.com/photos/techcrunch/36517988333/
https://www.linkedin.com/in/mattrogers2/


投資家も Climate Tech に注目

Chris Sacca’s Photo by Adeletron 3030
19

Lowercarbon Capital
脱炭素専用のファンド。2 号ファンド
と炭素削減専用ファンドを組成

引退宣言後

Lowercase Capital (Chris Sacca)
250 倍以上のリターンで伝説を築く

Y Combinator
最も有名なアクセラレーター Climate Tech へのリクエスト

どういった領域に機会があるかを
リスト化して提供 (2022 年 12 月)
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https://commons.wikimedia.org/wiki/User:Adeletron_3030


世界の Climate Tech スタートアップの隆盛

Climate Tech への投資は 2022 年に +89% と急激に増加。
ただし 2023 年は減少の予想（※ データ元によって諸説ある）

$11.2B of Climate Tech Venture Funding for Q1 2023. Forecasting a $36B full year. (holoniq.com) 20

2022 年は約 9 兆
円の投資。前年比 

+89% の投資額。

2022 年の単年で 
2006 ～ 11 年の 

(Clean Tech 1.0)

全投資額を超えた
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https://www.holoniq.com/notes/11-2b-of-climate-tech-venture-funding-for-q1-2023


CT 領域へのベンチャー投資の割合は上昇

State of Climate Tech 2023: Investment analysis | PwC 21

※スタートアップ冬の時代の中で
かなり好調な領域であり、
最も成長しているセグメントと
指摘されることもある。
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https://www.pwc.com/gx/en/issues/esg/state-of-climate-tech-2023-investment.html


気候テック投資の停滞からの脱却 | PwC Japan グループ 22

世界で既に 4000 社以上の CT スタートアップ
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https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/overcoming-inertia-in-climate-tech-investing.html


Q.

23

なぜこんなにも

多くのスタートアップが？
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A.

24

「儲かる」
と思われているから
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25

「Climate Tech は意義がある」

＋

「Climate Tech は儲かる」
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26

「Climate Tech は意義がある」

＋

「Climate Tech は儲かる」
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事業機会としての気候変動と
Climate Tech
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Photo by O Enviado Especial da Presidência para o Clima dos (Publuc Domain) 28

これは

産業革命以来の

史上最大の

経済的変革である
John Kerry

U.S. Special Envoy For Climate Change
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https://www.flickr.com/photos/embaixadaeua-brasil/52719126492/in/photolist-2ojBiAL-2ojDYjh-2ojDYiq-2ojFktC-2ojDYi5-2ojGtxL-2ojG8nY-2ojG8nC-2ojDYfK-2ojFkq1-2ojG8jS-2ojDYdv-2ooM2Nt-2ooJgQi-2ooM2Fp-2ooNjVv-2ooPwvb-2ooNjPy-2ooJgzD-2ooJgws-2ooNjDi-2ooNjAN-2ooJgmn-2ojG8jB-2ojFkmJ-2ojG8ie-2ojuoHF-2ojvxeq-2ojvxdy-2ojvxc1-2ojun2z-2ojoQLs-2ojtHC7-2oixdEb-2obkNG2-2o7aUZy-2o7bnTB-2nZcTUb-2nZemgF-2nZcTTe-2nNvxXu-2nNunSu-2nNvYqD-2nNunAs-2nLSJCs-2nK8vRK-2nK8vRu-2nK1pHd-2nK1pGB-2nK7wLR


29

炭素 (石炭や石油) を基盤とした

産業革命以来の 250 年の産業

↓

脱炭素化された産業を

30 年で作り上げる
- 31 -



30

炭素 (石炭や石油) を基盤とした

産業革命以来の 250 年の産業

↓

脱炭素化された産業に

30 年で作り変える
- 32 -



主な対象となる産業

1. 交通 🚗

2. 電力 💡

3. 食料・水 🐄

4. 自然環境 🌱

5. 産業 🧱

6. 炭素除去 🧹

31

これらのビジネスを
30 年で総取り換え
する挑戦 & 機会
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32

ただし電気や IT のように

「目に見えて効率的になる」

ような変化ではない
生み出される製品はグリーンだけれどおおよそ同じものが多い

- 34 -



33

静かな

産業革命
- 35 -



34

（脱炭素をきっかけに）

この数十年で各業界の構造が

物凄く変わる

↓

この数十年は物凄くチャンス
- 36 -



35

（脱炭素をきっかけに）

この数十年で各業界の構造が

物凄く変わる

↓

産業の機会と脅威に
- 37 -



36

脅威 → 機会
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37

脅威 → 機会
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炭素を排出している産業のすべてが変化し、機会となる

38

💡 エネルギー

🚗 モビリティ

🐄 食料・農業

🧱 産業

🌱 自然

240 億トン

120 億トン

90 億トン

80 億トン

60 億トン

🧹 炭素除去100 億トン
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39

「産業と雇用を守る」

↓

「新しい産業を作る」

「脅威」と捉えた場合
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40

「産業と雇用を守る」

↓

「新しい産業を作る」
「機会」と捉えた場合
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41

脅威 → 機会

- 43 -



Q.

42

これを機会にするためには？

- 44 -



A.

43

イノベーションが必要
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Climate Tech 領域で
必要なイノベーションと
そこで必要な異なるアプローチ
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持続的イノベーションは当然必要

45

持続的イノベーション
(HEV, 省エネ, etc)

時間

性能

ローエンドで
求められる性能

ハイエンドで
求められる性能
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同時に破壊的イノベーションも必要

46

破壊的イノベーション
(BEV, 再エネ, etc)

持続的イノベーション
(HEV, 省エネ, 省炭素, etc)

時間

性能

ローエンドで
求められる性能

ハイエンドで
求められる性能

- 48 -



”気候版イノベーションのジレンマ” が転換を阻む

既存企業は脱炭素技術の普及を「遅らせる」ことへの組織的イ
ンセンティブが強く、イノベーションのジレンマに陥りがち。

47

既存企業は持続的イノベーションで改善
した方が顧客のニーズにマッチする。ま
たグリーン化への変化を遅らせたほうが、
今の利益率を長く保つことができるし、
競合に負けずにすむ。

新規企業はグリーンへの変化を推し進め
ることで、新しい市場を作ろうとする。

破壊的イノベーション持続的イノベーション
(

時間

性能

イノベーションのジレンマが起こる構造
• 目の前の上客が求めていない
• 組織規模に対して市場が小さすぎる
• 担当者が失敗のリスクを取れない

ローエンドで
求められる性能

ハイエンドで
求められる性能
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48

成功している既存組織は

変化を遅らせることに

強いインセンティブがある
（大企業、政府、その他…）
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49

スタートアップは

しがらみが少ない
（変化を機会にしやすい）
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50

＋スタートアップなら

リスクの高い
脱炭素の取り組みができる
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事業には主に 2 種類のリスクがあり…

51

技術リスク

市場リスク

- 53 -



既存企業のリスク許容度は低いことが多い

52

技術リスク

市場リスク

既存企業が
通常挑む領域

- 54 -



スタートアップは高いリスクを取れる傾向にある

53

技術リスク

市場リスク

規制がどうなる
か分からない

消費者がついて
くるか不明

技術が実現できる
か分からない

既存企業が
通常挑む領域

Climate Tech 
スタートアップが

挑む領域

- 55 -



両方の領域への投資が必要

54

技術リスク

市場リスク

既存企業が
通常挑む領域

Climate Tech 
スタートアップが

挑む領域

- 56 -



55

イノベーションのポートフォリオを持つ

＝

大企業の取り組みへの支援

＋

Climate Tech スタートアップへの支援

- 57 -



56

イノベーションのポートフォリオを持つ

＝

大企業の取り組みへの支援

＋

Climate Tech スタートアップへの支援

- 58 -



57

スタートアップ
＝

イノベーション
＝

最新技術の商用化
- 59 -



58

スタートアップ
＝

イノベーション
＝

最新技術の商用化
- 60 -



ハイグロース・スタートアップは「急成長」する

スモールビジネスは着実に成長するビジネスでの起業であり、
スタートアップは短期間で急成長する起業という違いがある。

59

スモールビジネス (ハイグロース) スタートアップ

利
益

時間

利
益

時間
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両方を満たしているかどうかが大事

60

最新技術
の商用化

ハイグ
ロース

スタート
アップ

AND が
取れているところ
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技術起点だと「極小市場」に行くことが多い

技術起点で考えると、漸進的イノベーションや小さな市場を狙
う事業になりやすい傾向にある。

61

①技術起点で市場を探す

従来は技術を起点に「技術の商業
化」を狙っていた。ただしその先の
市場が小さい場合も多かった。

技術

市場

技術起点で市場探索 市場

市場

- 63 -



「スタートアップ」なら市場起点で考える必要がある

「大きくなる市場」を起点に、新旧の技術を探して組み合わせ
ていくことが急成長のためには重要。

62

①技術起点で市場を探す

従来は技術を起点に「技術の商業
化」を狙っていた。ただしその先の
市場が小さい場合も多かった。

②市場起点で技術を探す

スタートアップを行うなら、市場起
点で技術を考え、技術開発により
ギャップを埋めるほうが良いのでは
ないか。

技術

技術

市場市場起点で技術開発技術

技術

市場

技術起点で市場探索 市場

市場
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63

急速に立ち上がる市場で

急成長するためには

「最先端の技術の商業化」

とは異なる思考や支援が必要
（※漸進的イノベーションの場合はその限りではないし、技術開発は必要）
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“R”esearch – 研究

65

研究
Research
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“D”evelopment – 開発

66

研究
Research

開発
Develop
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“D”emonstration – 実証
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研究
Research

開発
Develop

実証
Demo
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“D”eployment – 展開
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研究
Research

開発
Develop

実証
Demo

展開
Deploy
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RDD&D の考え方
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研究
Research

開発
Develop

実証
Demo

展開
Deploy
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“D”eployment が大事

70

研究
Research

開発
Develop

実証
Demo

展開
Deploy
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画像は DOE のサイトから。パブリックドメインのもの。 71

Deploy,

Deploy,

Deploy.
Jennifer Granholm
アメリカ合衆国エネルギー長官 (元ミシガン州知事)
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かつてない スピード
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かつてない スピード
と

かつてない スケール
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74

かつてない スピード
と

かつてない スケール

これってスタートアップが
得意なことでは？
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Climate Tech スタートアップの成長の例) Solugen

創業 3 年後の 2019 年には化学プラントを建設。創業 6 年で
800 億円近くの資金調達を実施。

ハードテック＆バイオテック起業家へのアドバイス - FoundX
Solugen - Funding, Financials, Valuation & Investors (crunchbase.com)

75

2016 年
ビーカーでのプロトタイプ

2019 年
化学プラントを自社で持つ

3 年後
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https://review.foundx.jp/entry/advice-for-hard-tech-and-biotech-founders
https://www.crunchbase.com/organization/solugen/company_financials


スタートアップにとっての
Climate Tech スタートアップ
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77

Climate Tech 領域は

スタートアップにとっても

重要
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78

スタートアップ育成

5 か年計画

「ユニコーンを 100 社創出」

- 80 -



次の 1000 社の

ユニコーンは

グリーンビジネス

から出てくるだろう
- Larry Fink (Blackrock CEO)

Blackrock CEO Larry Fink: Next 1,000 unicorns will be in climate tech (cnbc.com)
Photo by Financial Times Larry Fink, CEO, BlackRock and Duncan Niederauer, CC BY 2.0 DEED- 81 -

https://www.cnbc.com/2021/10/25/blackrock-ceo-larry-fink-next-1000-unicorns-will-be-in-climate-tech.html
https://www.flickr.com/photos/financialtimes/12171245286


Q.

80

グローバルスタートアップを

生み出すには？
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A.

81

グローバルな課題を解決する
気候変動など
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Climate Tech 領域は

1 兆円企業を生みうる領域
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Bill Gates expects 8 to 10 Teslas and a Google, Amazon and Microsoft (cnbc.com)
Photo by Munich Security Conference 2017: Bill Gates - Munich Security Conference
Creative Commons Attribution 3.0 83

8 ～10 社の

Tesla 規模の会社が

グリーンの領域から

出てくる
- Bill Gates
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https://www.cnbc.com/2021/10/20/bill-gates-expects-8-to-10-teslas-and-a-google-amazon-and-microsoft.html
https://securityconference.org/en/medialibrary/asset/bill-gates-1523-18-02-2017/


84

「次の産業を作る」のが

スタートアップの役目であれば

Climate Tech は有力な候補
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まとめ
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脅威 → 機会
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Climate Tech は環境のためだけではなく…

87

環境政策

Climate 
Tech
政策
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産業 (スタートアップ) のためでもあり

88

スタートアップ
・産業政策Climate 

Tech
政策

環境政策
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経済社会全体の変化を促すことに使える手段

様々な領域に影響するため、様々な政策を動員していく必要が
ある。

89

スタートアップ
・産業政策

雇用政策

地域政策

科学技術
政策

金融政策

エネルギー・経済
安全保障政策

Climate 
Tech
政策

環境政策

- 91 -



90

気候変動問題は問題である
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気候変動問題は問題である

↓

気候変動問題は解決できる
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気候変動に怯えて

待つのではなく…
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地球の問題を解決する

ヒーロー/ヒロインになる
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まとめ

• Climate Tech とは

• Climate Tech の現状

• 必要なイノベーションの形

• スタートアップ育成 5 か年計画に資する領域としての
Climate Tech

何かあればご連絡ください: https://takaumada.com/
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”気候版イノベーションのジレンマ” が転換を阻む

既存企業は脱炭素技術の普及を「遅らせる」ことへの組織的イ
ンセンティブが強く、イノベーションのジレンマに陥りがち。

118

既存企業は持続的イノベーションで改善
した方が顧客のニーズにマッチする。ま
たグリーン化への変化を遅らせたほうが、
今の利益率を長く保つことができるし、
競合に負けずにすむ。

新規企業はグリーンへの変化を推し進め
ることで、新しい市場を作ろうとする。

破壊的イノベーション
(BEV, 再エネ, etc)

持続的イノベーション
(HEV, 石炭アンモニア混焼, etc)

時間

性能

イノベーションのジレンマが起こる構造
• 目の前の上客が求めていない
• 組織規模に対して市場が小さすぎる
• 担当者が失敗のリスクを取れない

ローエンドで
求められる性能

ハイエンドで
求められる性能
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SUGIUR08
テキストボックス
（２）電機・電子４団体環境戦略連絡会



2023年11月22日

電機・電子4団体 環境戦略連絡会

一般社団法人 日本電機工業会 (JEMA)

一般社団法人 電子情報技術産業協会 (JEITA)

一般社団法人 ビジネス機械・情報システム産業協会 (JBMIA)

一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会 (CIAJ)

第6次環境基本計画
中央環境審議会総合政策部会との意見交換会

電機・電子業界の環境対応

- バリューチェーン・グリーン化への取組み -
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会1. 電機・電子業界の位置づけ

1

 社会システム基盤である電力システムについて、発送電設備、家電製品、電子部品・デバイス、IoT
ソリューション等多様で幅広い事業活動を展開し、高品質、信頼・機能性を有する技術、製品・サー
ビスを提供。

 産業・顧客をつなげる高度情報利活用技術でバリューチェーンの”デジタル化（DX）”とその革新
を進め、生活の「質」の向上、持続可能な社会の創造に貢献。

設備投資額
製造業総額の内、電機・電子産業は
19％を占め、輸送用機械と並びトップ
クラスの位置付けで国内経済を下支え。
（出典）2022年度法人企業統計調査（財務省）

製造業における
設備投資額内訳

国内雇用（製造業「従業員」数）
製造業565万人の内、電機・電子産業は17％を占め、輸送用機械器具の19％に次ぐ雇用を創出。
（出典）2022年企業活動基本調査結果（経済産業省）

さらに、研究開発費ウェイトでは、製造業
総額の内28%を占め、技術革新への
スピーディーな投資を実施。
（出典）2022年科学技術研究調査（総務省）

電機・電子 19%
3兆3,337億円
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会2. 電機・電子業界が関わる社会課題と環境対応 e.g.電力インフラ・設備

2

産業・顧客をつなげる高度情報
利活用技術でバリューチェーンの
”デジタル化”とその革新を進め、
生活の「質」の向上、持続可能な
社会の創造に貢献

社会基盤「電力システム」
●電気を創る、使う、貯める発送
電設備、家電製品、電子部品・
デバイス、IoTソリューション等
多様で幅広い事業活動を展開し、
高品質、信頼・機能性を有する
技術、製品・サービスを提供

グリーン・イノベーション

（図）出典：
内閣府
Society 5.0

デジタル・イノベーション

●カーボンニュートラル実現に向けて、グリーン電力利用のバリューチェーンを強化

電
力
グ
リ
I

ン
化

電
化

・
電
動
化
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会3. 気候変動対応：業界の主な取組み・歩み

フェーズⅠ
2009～2015

フェーズⅡ
2016～2020

フェーズ（X）
2021～2030

3

第5次環境基本計画（2018～）第4次環境基本計画（2012～） 第6次環境基本計画

1997
～

～
2050

カーボンニュートラル（CN）
達成に向けて更なる施策推進

• カーボンニュートラル行動計画フェーズⅡ
目標2030年CO246%削減

• 気候変動対応「長期ビジョン(改正)」/
解説と取組みのガイダンス

• サステナブルファイナンス/TCFD等気候
変動対応関連情報開示業界ガイダンス

…,etc.

http://www.denki-denshi.jp

• Jクレジット方法論登録

• 低炭素社会実行計画
2020年度目標
エネルギー原単位改善率
12年度比28%改善

• 製品貢献方法論策定

• 気候変動対応「長期
ビジョン策定(初版)」

• 国連「気候変動枠組条約」
NGO正規登録（97年以降
COPへ参加）

• 京都議定書「CDM方法論」
プロジェクト型方法論国連登録

• 環境自主行動計画
2010年度目標
実質生産高CO2原単位
90年度比44%改善

• 低炭素社会実行計画
2020年度目標策定

- グローバルGHG排出量2050年CN方針
- 「削減貢献」価値化の取組

電機・電子業界の温暖化対策
（ポータルサイト）
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会

4

参考：気候変動対応長期ビジョン（「削減」と「貢献」）

APS（Announced Pledges）シナリオ：
有志国が宣言している野心的な目標を反映

出典：IEA WEO 2021

④：社会の各部門の脱炭素化に大きく貢献
（削減貢献：Avoided emissions）
●脱炭素・電力グリッド関連技術●需要高度化（高効率製品、DXソリューション）

①②③：バリューチェーンGHG
排出量の最大限削減に努力
●省エネ・再エネ導入、革新技術開発

●G7 広島首脳コミュニケ（2023年）
/札幌 気候・エネルギー・環境大臣会合 コミュニケ

ネットゼロ目標に向けて、脱炭素ソリューション提供による
「削減貢献量（Avoided emissions）」を認識することの
重要性をG7間で共有
①企業のスコープ1,2,3削減の加速を阻害しない
②1.5度目標への適合
③貢献の価値を評価し、金融セクターからの投資を促す
④算定手法の国際標準（ISO,IEC ...）

IEC 63372（日本提案・国際主査/幹事）
電気電子製品、IoTサービスの削減貢献量算定
国際規格開発

（2024年発行予定）

IECの活動や政府との連携を通じて、
削減貢献（Avoided emission）の
考え方を様々な国際イニシアチブの検討
（「TCFD機会の評価」 ）にも働きかけ

Beyond value
chain Mitigation
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会4. 資源循環・含有化学物質管理：業界の主な取組み・歩み

フェーズⅠ
2011～2015

フェーズⅡ
2016～2021

フェーズX
2022～2030

5

～
2050

1998
～

循環経済（CE:サーキュラー
エコノミー型）社会構造への
変革に向けた更なる施策推進

• 業界CE戦略の検討

• エコデザイン/循環デザイン指標

• リサイクル技術高度化

• 水平リサイクル（マテリアルリサイ
クル）再生材利用促進

• 環境配慮設計IEC/ISO国際
規格開発（JIS規格発行）

• 製品含有化学物質サプライ
チェーン情報伝達IEC国際規格
開発（chemSHERPAアーティ
クルマネジメント開発へ貢献）

• LCA評価製品カテゴリールール
開発、算定ルール開発

• 電機・電子業界「プラスチック」
資源循環、海洋プラごみ対応
取組目標

• 家電リサイクル法施行、
メーカーによる再資源化等
の取組み開始

• ３R対応「環境配慮設計」
の推進

• ライフサイクルアセスメント
（LCA）評価手法開発

• J-Moss電気・電子機器の
特定化学物質含有表示

家電

PC等

オフィス
機器

第5次環境基本計画（2018～）第4次環境基本計画（2012～） 第6次環境基本計画

- 業界ビジョン
- 資源循環の価値を示すKPI

- 耐久性・信頼性
- アップグレード、
修理可能性

- リサイクル、再生材
- 環境フットプリント

電気電子機器
国際標準化
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会5. 生物多様性保全：業界の主な取組み・歩み

Nature Positive達成に
向けて更なる施策推進

• GBF23ターゲットガイダンス策定
「電機・電子業界が取組むネイチャー
ポジティブ」Web公開

• 環境省「30by30アライアンス」
（コアメンバー活動）

• TNFD、SBTN等情報開示の取組み

6

…,etc.

• 事例データベースサイト構築、
活動の水平展開

• 教育・啓発ツール国際展開、
生物多様性条約
COP13,14へ参加

• 愛知目標への貢献評価

• 中期活動計画策定

フェーズⅠ
2011～2015

フェーズⅡ
2016～2021

フェーズ（X）
2022～2030

第5次環境基本計画（2018～）第4次環境基本計画（2012～） 第6次環境基本計画

～
2050

• 電機・電子業界と
「愛知目標」との関連性
を整理

• 教育・啓発ツール(LTB)を
開発、普及啓発

• 行動指針を策定し業界が
目指すべき方向性を提示
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会

7

６. グローバル・バリューチェーン グリーン化への国際ルールづくり

サプライチェーン環境情報（データ）流通統合化へ対応（含有化学物質、カーボンフットプリント（CO2e）・資源循環）

●サプライチェーンCFPデータ

GX DX
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会7. 電機・電子業界：バリューチェーン・グリーン化への貢献をめざす

8

「電気をつくる、つかう」に関わり、様々な産業・顧客とのつながりを持つ電機・電子業界はバリューチェーンのグリーン化を志向し、
引き続き、以下の取り組みを推進。

技術開発（Technology）
• 製品・サービスのライフサイクルを通じた
環境負荷低減技術の開発・提供

• 各社で開発された多様な技術を利用し、
他部門の環境負荷低減に貢献

共創/協創（Co-creation）
• 自動車・公共交通・物流分野との協業
による、快適で高効率な次世代モビリティ
システムの確立

• 発電事業者・需要家などとの連携による、
電力基幹システムと分散リソースの共存
を実現

レジリエンス（Resilience）
• 強靭かつ経済性を備えた交通・通信・
電力などの社会インフラシステム構築と
そのグローバル展開

• 気候関連災害や生態系保全など、
適応能力向上に資する観測や予測
システムなどの提供による国際貢献

生
態
系
維
持
・
管
理
、
適
応

“
D

X
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
”

生
態
系
配
慮
事
業
、
緩
和

“
G

X
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
”
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電機・電子4団体
環境戦略連絡会参考：環境価値の見える化、見せる化の重要性

9

企業のスコープ1,2,3排出量

CO2 XXXX.X 万t

削減貢献
国際規格
開発

対話・
エンゲージ
メント

ステークホルダー
機関投資家

購入

見える化 見せる化
暮らしにまつわる

CO2 X.XX kg

製造にかかる

CO2 X.XX kgカーボン
フットプリント
データ可視化
国際規格
開発

日本動力協会「エネルギートップ講演会～パネルディスカッション～（11月27日）」日本電機工業会（JEMA）島田会長・プレゼン資料より- 108 -



電機・電子4団体
環境戦略連絡会８. 第6次環境基本計画策定への期待 等

10

第5次環境基本計画策定
中環審総合政策部会
ヒアリングでのコメント
2017年12月

• ライフサイクル的視点によるCO2排出削減の方針の下、主体間連携の重要性に鑑み、生産
プロセスの排出抑制と共に「製品・サービスによる貢献量算定方法」も確立。

• 重点戦略設定の考え方について、「Society 5.0」を踏まえたIoT、AI、ビッグデータ等活用の
イノベーション創造にも言及すべき。

• 廃棄物の地域循環について、廃掃法や広域認定制度の改訂や緩和も重要。IoT導入等で
違法性排除等、透明性が高く経済・効率性に優れた循環システムの構築を目指すべき。

■第6次環境基本計画策定に期待したい点；
• デジタル技術/ソリューションの積極導入促進
デジタル技術・ソリューションは、ESG課題解決や目ざす「Well-being」に貢献するツールであり、技術・政策共に国際
競争も先鋭化している。我が国でもスピード感のある社会実装促進、同時に社会的受容ギャップに係るITリテラシー、
デジタルデバイドの課題対応にも裏付けのある政策に期待。
• 脱炭素のリスク低減と機会（削減貢献）のバランスある評価を望む
企業の技術・ソリューション開発に係る成長と社会の脱炭素化への貢献を促進するものとして、リスク低減(排出削減)
のみならず機会(削減貢献)の評価も重要。業界も透明性あるルール開発を進めており、政策体系への組込みに期待。
• 産業の国際競争力確保に係る再エネ拡大の重要性
再エネ導入は、「地域（地産地消）」のみならず、サプライチェーンのグリーン化や産業の国際競争の観点からも重要。
業界の立場からも、再エネの主力電源化に向けた政策を期待する。
• 市場のグリーン化
業界も、脱炭素・資源循環等価値向上に係る追加的コストの内部化や、見える化や見せる化への努力・ソリューション
開発等を促進。同時に、市場が環境価値を享受する継続的で予見性のある需要創出政策に期待。- 109 -
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カーボンニュートラルに向けた
日本鉄鋼業の取り組みと課題

2023年11月22日
一般社団法人日本鉄鋼連盟
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鉄鉱石

石炭
コークス炉

焼結

熱間圧延冷間圧延

メッキ

連続焼鈍

加熱炉

加熱炉厚板

熱延コイル

加熱炉
形鋼・棒鋼・線材

製銑工程

製鋼工程

表面処理

スクラップ

原料

鋼管

溶銑

製品工程

鉄源工程

鉄鋼
製品

連続鋳造

転炉

高炉

電炉
溶鋼 粗鋼天然ガス

ペレタイザ

ＤＲＩプラント ＤＲＩ
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鉄鋼プロセスの概要

天
然
資
源

循
環
資
源

2

Hard to abate・・・
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鉄鋼材料のライフサイクル

製品のEoL

一度地球から生み出された鉄は、
何度も、何にでも生まれ変わり、
我々の社会に蓄積されていく

スクラップ

Steel
製品がEoLを迎えてもSteelの状態を維持 Steel is still Steel!

工業製品
インフラ

天然資源 還元プロセス 鉄鋼製品 製品工場

Fe2O3 Fe Steel

代
替

SteelSteel

Closed-loop Recycling

自律的/持続可能な材料リサイクルの要件

① 分別が簡単にできること

② 再生利用のための負荷が低いこと

③ 経済合理的なリサイクルシステムが整備されていること

製鋼プロセス

「Closed-loop Recycling」に必要な追加要件

④ リサイクルによる材料品質低下が生じにくいこと

⑤ 多様な製品に再生可能であること
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経済発展と鉄鋼蓄積

出典：Muller, et.al, “Patterns of Iron Use in Societal Evolution”, Environ. Sci. Technol. 2011, 45 出典：“Sustainable steel: at the core of a green economy”, World Steel Association, 2012

一人当たりGDPと鉄鋼蓄積との関係 一人当たり鉄鋼蓄積の推移

© 2023 The Japan Iron & Steel Federation, All Rights Reserved.The Japan Iron & Steel Federation

注：いずれも見掛消費ベースであるため、間接輸出入による増減が反映されていない
間接輸出入を補正した日本の2021年度末の鉄鋼蓄積推計値は、合計14.1億ｔ、11.3ｔ/人
世界の2021年度末の鉄鋼蓄積推計値は、合計約400億ｔ、5.1ｔ/人
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将来の鉄鋼需給想定
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一人当たり蓄積量（右軸：t/人）

2015

2050

2100

 世界人口の増加と途上国の経済発展により、世界の鉄鋼蓄積量は今後も増加

 鉄鋼材料は高い収率（～90％程度）で無限にリサイクルできるが、鉄鋼蓄積量増
加に応えるには、高炉等により鉄鉱石を還元したプライマリー鉄の供給が不可欠

 鉄鉱石の還元工程で大量のCO2が発生

鉄鋼蓄積拡大に伴い今後増大するスク
ラップの高レベル利用とともに、

鉄鉱石還元工程の低炭素化・脱炭素化
がカーボンニュートラルの鍵を握る

鉄鋼蓄積総量（左軸：億t）

1118

682

294
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鉄連「カーボンニュートラルへの挑戦」

革新技術開発・導入、カーボンフリー電気/水素サプライチェーン整備には長い時間がかかる

https://www.carbon-neutral-steel.com/
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COURSE50 試験高炉とCO2分離設備

NEDO・JISF：COURSE50 NEDO・JISF：COURSE50

COURSE50 プロジェクト試験高炉 COURSE50 CO2 分離装置

Experimental Blast Furnace

Hot Stove
Ore Storage Bin Absorber

Stripper

Reboiler

PCI*

*PCI：Pulverized Coal Injection

2008年に新日本製鐵、住友金属工業、JFEスチール、神戸製鋼所、日新製鋼、新日鉄エンジニアリングによって
開発がスタート。2016年に日本製鉄東日本製鉄所君津地区の12 m3試験高炉での水素吹込みが開始され、世界で
初めて10％を超えるCO2削減が達成された。
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カーボンニュートラルに向けて、グリーンイノベーション基金事業のもと、以下の革新的技術開発を推進中

カーボンニュートラルに向けた革新技術開発

8

（株）神戸製鋼所高砂製作所
小型商用炉（20t）改造
2022年度試験開始
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１．革新技術開発

革新製鉄技術（水素還元製鉄技術等）の商業規模での実現

２．クリーンエネルギーインフラ整備

莫大な規模のクリーン水素資源の開発・サプライチェーン構築

大量のクリーン電力の安価安定供給体制整備

商業規模ＣＣＳ実現のための技術的・社会科学的課題解決、法整備

３．設備転換

製銑・製鋼工程の革新プロセスへの転換、資金確保（数千億～兆円レベル）

４．コスト負担ルール

製品性能向上にも生産効率向上にも寄与しない設備投資（CAPEX）

高コスト用役・原料利用に伴う生産コスト（OPEX）

５．事業環境

技術開発、国内での生産活動、設備投資が継続できる事業環境
＊特に海外から調達できない電力の、長期的な安価安定供給の予見性

© 2023 The Japan Iron & Steel Federation, All Rights Reserved.The Japan Iron & Steel Federation

カーボンニュートラルに向けた課題
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現状の国内銑鉄生産量（約7500万t）が全量革新技術に転換された場合のインパクト

0 

444 

336 

641 

1476 

0 0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

Base Base+CCS SC50 SC50+CCS 水素還元 電炉化

Nm3-H2/t-s

革新技術は大量水素を必要とする

2030年電力1％
78万t

クリーンエネ戦略2030年目標
300万t

水素総量:1000万t≒5000億kWh

33 

302 271 

456 

752 

645 

499 

499 

250 

250 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

BASE BASE+CCS SC50 SC50+CCS 水素還元 電炉化

購入電力

自家発

kWh/t-s

基準

＋202億kWh
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＋459億kWh

水素原単位 電力原単位

 水素還元製鉄に必要な水素量：約1,000万t（クリーンエネルギー戦略2030年目標の3倍超）

必要な電力量：約5000億kWh

 革新技術に必要な増分系統電力： 約180億～540億kwh

出典：日鉄総研試算 出典：日鉄総研試算
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グリーンスチール需要への対応

 鉄鋼プロセスのカーボンニュートラル化には、革新技術の開発・実装やクリーン原料・クリーンエネル
ギーサプライチェーンの構築に多くの時間を要する中で、需要家からの「グリーンスチール」供給要請が
増加

 カーボンニュートラルへの移行期における需要家要請への対応と革新技術導入のための原資確保が必要

 このため国内外の鉄鋼各社は、カーボンニュートラルに向けた追加性ある省CO2プロジェクトによって得
られる省CO2効果（ΔCO2＝環境価値）を可視化するとともに、その環境価値を相応の価格とともに需要家
の求める鋼材に紐付けた（マスバランス）商材を上市、グリーンスチール市場の確立に取り組んでいる

© 2023 The Japan Iron & Steel Federation, All Rights Reserved.The Japan Iron & Steel Federation 11

神戸製鋼所 thyssenkrupp

ArcelorMittal JFEスチール

日本製鉄

マスバランス方式を利用したグリーンスチール
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鉄鋼のカーボンニュートラルは技術でのみ達成可能

日本鉄鋼業は、カーボンニュートラルの実現に向けて革新技術開
発に鋭意取り組んでいく

革新技術の実装には、大量のクリーン水素及びクリーン電力が、
社会共通インフラとして開発・確立されることが大前提

鉄鋼のカーボンニュートラルには、多額の投資（CAPEX）と、従
来を超えるオペレーションコスト（OPEX）が必要

こうしたカーボンニュートラル実現のために生じるコストアップ
について、社会全体で負担するコンセンサスの形成が必要

おわりに
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テキストボックス
（４）公益財団法人地球環境戦略研究機関



1 
 

2023 年 11 月 20 日 
 

意見書 
 

公益財団法人 地球環境戦略研究機関 
 
 
第六次環境基本計画の策定作業が進んでいるところ、以下の論点についてご高配を賜りた

く意見を提出する。 
 
前回環境基本計画策定時から今次改定までの、環境及び持続可能な開発に関する国内及び

国際的な状況の変化、ならびにその間に進展した科学的な議論を踏まえて、特に重要だと考

えられる以下の 5 点について述べる。 
 
 最新・最良の科学的知見を環境行政及び関連する意思決定において迅速かつ十分に

活用することの重要性について 
 

 環境・社会・経済を通じた共通の上位目標である「Well-being / 高い生活の質」の実

現に向けた動き 
 

 統合的アプローチの重要性（シナジーの最大化とトレードオフの解消・地域循環共

生圏） 
 

 カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイ

ル 
 

 意思決定において衡平と包摂の原則を十分に考慮し、また意思決定の場への利害関

係者の参画を担保することの重要性について 
 

 
１）最新・最良の科学的知見の活用 
 
科学的知見を環境行政及び関連する意思決定において十分に考慮することの重要性につい

ては言わずもがなであり、「第六次環境基本計画に向けた中間取りまとめ」（以下、「中間と

りまとめ」）の中でも第１章１部で触れられている 1。また「環境政策の原則論としての科

学的知見に関する記述は第１部第３章で記述予定」とされており、これに期待するところが

大きい。 
 
その際、特に留意し特筆すべきは、刻々と進化する最新・最良の科学的知見をいち早く政策

立案と実施に結び付けていくことの重要性である。注目すべき報告書としては、IPCC と

                                                   
1 「中間取りまとめ」 p.14（8）重要な役割をはたしてきた科学的知見、の部分。 
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2 
 

IPBES による評価報告書群、UNEP による地球環境概況（GEO）や緩和・適応ギャップ報

告書などが挙げられる。 
 
一方で、例えば IPCC の報告書サイクルは概ね６年～７年程度であり、気候変動や生物多様

性に関する最新の科学的知見がこれらの報告書に反映されるまでには、一定程度の時間差

が生じることが知られている。2030 年までの「決定的な 10 年（Decisive Decade）」におい

て、必要な施策を迅速に実現していくためには、より短いサイクルで、信頼性の高い科学的

知見をとりまとめて公表を試みる科学コミュニティーによる取り組み 2にも注意を払うこ

との重要性について、併せて検討する必要があるだろう。 
 
地球環境戦略研究機関（以下、IGES）は、科学コミュニティーの一員として、これらの全

球評価報告書等の執筆に積極的に参加すると同時に、最新・最良の科学的知見を幅広く発信

することを通じて、今後とも科学的知見に基づく意思決定（Science-based decision making）
の強化に貢献して参りたい。 
 
 
2） 上位目標としての「Well-being / 高い生活の質」の主流化 
 
「中間とりまとめ」の中でも既に触れられているように、前回環境基本計画策定時（2018
年）から現在に至る、環境と持続可能な開発に関する国内及び国際的な状況の変化として、

SDGs を含む「2030 年開発アジェンダ」（2015 年）ビジョンとして示された「Well-being / 
高い生活の質」3の主流化を挙げることができる。SDGs の浸透と共に、「Well-being / 高い

生活の質」が、環境・社会・経済を通じた共通の上位目標であるとの認識が進んでいると捉

えることができる。 
 
併せて、2016 年にストックホルム・レジリエンス・センターが公表した SDGs ウェディン

グケーキモデル 4への注目などから、人間の社会経済活動は自然資本（環境）の基盤の上に

成立しており、安定的な自然資本の存続無しに安定的な経済社会は存立し得ないという考

え方が、ビジネスや市民社会の間でも、幅広く浸透しつつある。同時に、「Well-being / 高
い生活の質」の実現のための基盤となる自然資本を構造的に劣化させ続けている、現在の社

会経済システム（ライフスタイルを含む）を根本的に変革する必要性への認識も高まりつつ

ある。 
 
「中間とりまとめ」では、これらについて第１章の後半、あるいは第２章以降で論じている

が、より冒頭に近い部分、次期基本計画の目玉ともいえる「社会変革（Transformative Change）

                                                   
2 例えば、Future Earth、The Earth League、WCRP が毎年発表する「気候変動について今伝えたい、10
の重要なメッセージ」などがある。なお、直近及び過去の「気候変動について今伝えたい、10 の重要な

メッセージ」については、Future Earth の HP で確認できる。

（https://futureearth.org/publications/science-insights/） 
3 「2030 年開発アジェンダ」の中では「A world…, where physical, mental and social well-being are 
assured（身体的、精神的、社会的福祉が保障される世界）」として示されている。United Nations 
A/RES/70/1（https://sdgs.un.org/2030agenda） 
4 「中間取りまとめ」では p.15 ll.21-26 で初出。 

- 125 -

https://futureearth.org/publications/science-insights/
https://sdgs.un.org/2030agenda


3 
 

の必要性」を論じる部分において、「プラネタリー・バウンダリー」及び「人間の安全な活

動空間」、並びに「ドーナツ内での生活」などのキーワードと共に、整理を試みることが有

用ではないかと考える。 
 
 
３）統合的アプローチの重要性（シナジーの最大化とトレードオフの解消・地域循環共生

圏） 
 
上記ポイント２で述べた、持続可能な社会への移行を目指す上での共通の上位目標である

「Well-being / 高い生活の質」への関心の強化は、統合的アプローチの重要性の再認識へと

繋がっている。「中間とりまとめ」の第１部第１章 5では、第四次及び第五次環境基本計画

で強調された統合的アプローチの概要と、次期計画における引き続きの重要性について簡

潔に言及している。 
 
統合的アプローチについては、対象とする政策の網羅範囲の包括性から理解が難しいとこ

ろがあるため、以下のポイントを追加解説することにより、整理を進めていくことが肝要と

考える。 
 
 個別の環境政策の統合 
 環境政策と社会経済政策の統合 
 地域レベルでの実践・実装の場としての「地域循環共生圏」 

 
個別の環境政策の統合 
 
例としては、気候変動課題と生物多様性課題への統合的アプローチが挙げられる。例えば

「生物多様性と気候変動に関する IPBES-IPCC 合同ワークショップ報告書」6（2021 年）で

は、「生態系の保護、持続可能な管理と再生のための陸域・海域での多くの対策が、気候緩

和・適応及び生物多様性目標に向けたコベネフィットを生む」ケース（シナジー：相乗効果）

と、「気候変動緩和・適応のみに焦点を絞った対策は、自然や自然の恵みに直接的・間接的

な悪影響を及ぼす可能性がある」ケース（トレードオフ）の存在が指摘されている。 
 
環境政策と社会経済政策の統合 
 
「中間とりまとめ」の中で説明されているように 7、「（環境分野に限らない）SDGs の 17 の

                                                   
5 「中間取りまとめ」p.14 （7）個別の環境政策等の統合・シナジーへの流れ、の部分。なお、シナジー

については、IPCC 第 6 次評価報告書で気候変動と SDGs のシナジーについての記載が充実化しており、

さらに、2019 年 4 月から国連経済社会局と UNFCCC が気候変動と SDGs のシナジー会合を開催（2022
年 7 月は日本国が第 3 回会合を主催）、2023 年 9 月にはグローバルレポートが公表されている。 
6 Pörtner, H.O., et. al. (2021) Scientific outcome of the IPBES-IPCC co-sponsored workshop on 
biodiversity and climate change; IPBES secretariat, Bonn, Germany, DOI:10.5281/zenodo.4659158. 
日本語解説資料としては、「生物多様性と気候変動 IPBES-IPCC 合同ワークショップ報告書：IGES によ

る翻訳と解説」（2021 年）がある。（https://www.iges.or.jp/en/pub/ipbes-ipcc-ws/ja） 
7 「中間取りまとめ」p. 14 ll.13-15 の部分。 
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ゴール及び 169 のターゲットの相互連関」に注目し、「一つの行動によって複数の側面に利

益を生み出すマルチベネフィットを目指す」ための政策統合と整理できる。気候変動対策と

COVID-19 からのグリーンリカバリー、気候変動対策と人々の健康、生物多様性の保全と持

続可能な農業、廃棄物管理とインフォーマルセクター労働者の権利と福祉など、多様な組み

合わせがある。 
 
統合的アプローチによるシナジー（相乗効果）の最大化とトレードオフの最小化のためには、

複数の省庁間にまたがる政策調整や、ステークホルダーとの協働・参画が不可欠となる。こ

うした政策調整や関係者の参画推進を今後一層進めて行くことの必要性についても、次期

基本計画の中で明示する必要があるのではないかと思量する。 
 
更に、政策調整や参画推進によってもトレードオフが解消できない場合がある。既に「中間

とりまとめ」の中で言明されているように、「持続可能な開発を実現するためには、環境問

題の背景にある経済社会システム（文化やライフスタイルを含む）の構造的な問題を解決す

る必要がある。」8こうした、構造的転換の必然性の指摘は「中間とりまとめ」中の其処此処

で散見されるが、より冒頭に近い部分、前述の社会全体として（あるいは世界全体として）

「Well-being / 高い生活の質」を目指すことを論じる文脈の中で、フレーミングの議論をす

ることが有用ではないかと考える。 
 
地域レベルでの実践・実装の場としての「地域循環共生圏」 
 
第五次環境基本計画で示された「地域循環共生圏」が、今次改定にあたっても、統合的アプ

ローチの実践・実装の場として第１部第２章 9及び第２部第３章 10で特筆され、取り組みの

強化が謳われていることは高く評価される。一方で、「地域循環共生圏」のコンセプトにつ

いては、その網羅性から初見では理解が難しい傾向にある。 
 
第１部第２章については、脚注を設けるとともに、環境省の「地域循環共生圏」ポータルサ

イトの図説に誘導するなどの工夫を行うことにより、読者の理解を助けることができると

考えられる。さらに、第２部３章では、脚注での事例紹介を大量に追加して、具体的なイメ

ージを掴みやすくするような工夫を行うことも重要と考える。 
IGES でも、これまで国内では北摂地域、北九州市、佐渡市、八戸市など、海外ではインド

の Nagpur 市などと協働で「地域循環共生圏」の実践、それぞれの地域における多層的なシ

ナジーの創出に参画してきており、今後も事例の創出と分析を通じて「地域循環共生圏」の

浸透・実践・実装に一層貢献していきたいと考えている。 
 
 
４）カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル 
 
                                                   
8 「中間取りまとめ」p. 6 ll.33-34 の部分。 
9 「中間取りまとめ」p. 33 l 19 （４）持続可能な地域づくり〜「地域循環共生圏」の創造〜 
10 「中間取りまとめ」p. 41 l10 （３）環境・経済・社会の統合的向上の実践・実装の場としての地域作

り 
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上記のポイント２と３を踏まえた上で、基本計画では気候変動と生物多様性に関する２つ

の時限目標と循環経済への移行へのコミットメントを明示する必要がある。より冒頭に近

い部分で、直近の G7 広島首脳コミュニケ、G7 札幌気候・エネルギー・環境大臣会合コミ

ュニケを引用するなどの方法で明記することが有効だと考えられる。 
 
 1.5℃目標達成に向けた 2050 年までのカーボンニュートラル（2030 年において温

室効果ガス 46%削減（2013 年度比）さらに 50%の高みに向けて挑戦）の実現 
 2020 年以降の自然の損失をゼロに、2030 年までに回復軌道に転じ、2050 年までに

完全回復するネイチャーポジティブの実現 
 これらの目標達成のための循環経済への移行のコミットメント 

 
これらの目標を達成する上で、需要側対策としての消費者行動の変化、すなわちライフスタ

イルやワークスタイルの変容が重要であることが、これまでにも IPCC 報告書 11などで指

摘されており、また「中間取りまとめ」の中でも言及されている。ここで留意すべきは、需

要側の GHG 削減には「社会規範や文化、制度、技術、インフラすべてを変えていく必要が

ある」という指摘である。ライフスタイルの変更は必須であるが、これを「個人の意思によ

るボランタリーな行動変容」にのみ期待するアプローチは非効率かつ限界がある。基本計画

の中では、平行して人々のライフスタイルを既定する社会システム自体の変革を推進する、

政府による適切な誘導政策の実施が不可欠であることを明示する必要があるだろう。 
 
より具体的なライフスタイル変化のイメージの一助となることを期して、IGES ではいくつ

かの未来ビジョン的な出版物 121314を公表しているので、これらについても併せて参照いた

だければ幸いである。 
 
 
５）衡平と包摂、ならびにステークホルダー参加の重要性について 
 
最後に、前回環境基本計画策定時から今次改定までの間に、環境と持続可能性に関する国際

社会での議論で大きな進展があったものとして、「衡平性」と「包摂性」の原則の主流化を

挙げることができる。これは、ポイント２で挙げた「Well-being」と共に、「2030 年開発ア

ジェンダ」で示されたビジョン 15の一部でもある。さらに、将来世代を代表する「若者」の

参加の重要性についての認識と、熟議と意思決定の現場への参画の試みが、大きく進展した

と言える。例えば、気候変動に関する野心度の強化にむけた重要な指針となる「第 1 回グロ

                                                   
11 IPCC AR6 WG3 (2022) Chapter 5: Demand, Services and Social Aspects of Mitigation. 
12 川上, 栗山、田中（2020）ネット・ゼロという世界：2050 年日本（試案）, IGES 
（https://www.iges.or.jp/jp/pub/net-zero-2050/ja） 
13 小出、小嶋、渡部（2020）1.5°C ライフスタイル ― 脱炭素型の暮らしを実現する選択肢 ― 日本語

要約版, IGES（https://www.iges.or.jp/jp/pub/15-lifestyles/ja） 
14 「IGES 1.5℃ 脱炭素ロードマップ（仮タイトル）」を準備中。 
15 2030 年開発アジェンダ」の中では「最も脆弱な人々のニーズが満たされる、公正で、衡平で、寛容

で、開かれており、社会的に包摂的な世界 (A just, equitable, tolerant, open and socially inclusive world in 
which the needs of the most vulnerable are met.)」として示されている。 
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ーバル・ストックテイク （GST）技術的評価統合報告書」（2023 年 9 月）16では、全社会

アプローチの重要性が強調され、「政府と非政府主体によるシステム変革の必要性」と「包

摂性と衡平性が野心を高める」ことを特筆している。 
 
前述の「地域循環共生圏」アプローチにより蓄積されたこれまでの経験からは、地域プラッ

トフォームを通じた多様な主体による協働と、持続可能な地域に移行していく中で取り残

される人々や地域を生み出さない工夫が重要なことが分かっている。また、気候変動につい

ての地域ビジョンの作成においては、地域の人口構成を反映する形で無作為に抽出された

市民による対話と熟慮と投票を繰り返し、提言をまとめる「気候市民会議」などの取り組み

が普及しつつある。 
 
これらの機会を含む、あらゆる環境及び持続可能な社会への移行に向けた討議や意思決定

の現場で、「衡平性」と「包摂性」の原則を遵守し、ステークホルダーとりわけ若者の参加

機会を確保することの重要性を、基本計画の中で明記する必要があると考える。 
 
 

（以上） 
 

                                                   
16 https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sb2023_09_adv.pdf.  
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中央環境審議会総合政策部会 各種団体等との意見交換会
公益財団法人 地球環境戦略研究機関 意見書の概要 (2023年11月22日)

1. 最新・最良の科学的知見を環境行政及び関連する意思決定において迅速かつ十分に活
用することの重要性について

2. 環境・社会・経済を通じた共通の上位目標である「Well-being / 高い生活の質」の実
現に向けた動き

3. 統合的アプローチの重要性（シナジーの最大化とトレードオフの解消・地域循環共生
圏）

4. カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル

5. 意思決定において衡平と包摂の原則を十分に考慮し、また意思決定の場への利害関係
者の参画を担保することの重要性について

- 130 -



2

1) 最新・最良の科学的知見の活用（科学的知見に基づく意思決定（Science-based decision making）

（左から）適応ギャップ報告書2022：不十分で遅すぎる対応―
気候変動への適応の失敗が世界を危険にさらす（エグゼクティブ・
サマリー日本語翻訳版, 2023年2月）
排出ギャップ報告書2022（エグゼクティブ・サマリー）：残された
時間はわずか－気候の危機は、社会の急速な変革を求める（日
本語翻訳版, 2023年2月)
気候変動について今伝えたい、10 の重要なメッセージ2022(日本
語翻訳版、2023年4月）

IPCC第6次評価報告書

GEO6（政策決定者向け
要約）

IPBES野生種の持続可能な利用に関するテーマ別評
価報告書 政策決定者向け要約（左）
IPBES自然の多様な価値と価値評価の方法論に関す
る評価報告書 政策決定者向け要約（右）

迅速かつ十分な活用
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Our vision
7. In these Goals and targets, we are setting out a supremely ambitious and
transformational vision. We envisage a world free of poverty, hunger, disease and
want, where all life can thrive. We envisage a world free of fear and violence.
A world with universal literacy. A world with equitable and universal access to
quality education at all levels, to health care and social protection, where physical,
mental and social well-being are assured. A world where we reaffirm our
commitments regarding the human right to safe drinking water and sanitation and
where there is improved hygiene; and where food is sufficient, safe, affordable and
nutritious. A world where human habitats are safe, resilient and sustainable and
where there is universal access to affordable, reliable and sustainable energy.
8. We envisage a world of universal respect for human rights and human dignity,
the rule of law, justice, equality and non-discrimination; of respect for race,
ethnicity and cultural diversity; and of equal opportunity permitting the full
realization of human potential and contributing to shared prosperity. A world which
invests in its children and in which every child grows up free from violence and
exploitation. A world in which every woman and girl enjoys full gender equality and
all legal, social and economic barriers to their empowerment have been removed.
A just, equitable, tolerant, open and socially inclusive world in which the needs of
the most vulnerable are met.

Source: 2030年開発アジェンダ United Nations A/RES/70/1 https://sdgs.un.org/2030agenda

2)環境・社会・経済を通じた共通の上位目標である「Well-being / 高い生活の質」

Source & Credit : Azote for Stockholm Resilience Centre, based on analysis in Richardson et al 2023. https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html

Source & Credit : Azote for Stockholm Resilience Centre, Stockholm University 
https://www.stockholmresilience.org/research/research-news/2016-06-14-the-sdgs-wedding-cake.html

Source: https://doughnuteconomics.org/about-doughnut-economics

安定的な自然資本の存続を可能にする社会経済に向けた
「社会変革（Transformative Change）」の必要性と共にフレーミング
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環境政策と社会経済
政策の統合

個別環境政策の統合

Source & Credit : Azote for Stockholm Resilience Centre, Stockholm University 
https://www.stockholmresilience.org/research/research-news/2016-06-14-the-sdgs-wedding-cake.html

3) 統合的アプローチの重要性（シナジーの最大化とトレードオフの解消・地域循環共生圏）（1）

○ シナジー（相乗効果）の最大化とトレー
ドオフの最小化

 省庁間にまたがる政策調整

 ステークホルダーとの協働・参画

○ トレードオフが解消できない場合

 背景にある経済社会システムの構造
的な問題の解決の必要性

前項と併せてフレーミング
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3) 統合的アプローチの重要性（シナジーの最大化とトレードオフの解消・地域循環共生圏）（2）

○ 「地域循環共生圏」＝地域レベルでの実践・実装の場

Source: 南三陸町バイオマス産業都市構想
https://www.town.minamisanriku.miyagi.jp/index.cfm/8,6273,c,html
/6273/20141105-143604.pdf

佐渡市の事例 Source: CBD-COP15 佐渡市プレゼンテーションから抜粋

ナグプール市（インド）での地域循環共生圏の実践 Source: IGESの未発表資料

具体的なイメージ＝事例紹介を追加
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4)カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル (1)

環境政策と社会経済
政策の統合

個別環境政策の統合

2030年ネイチャーポジティブ

2050年カーボンニュートラル

循環経済への移行とライフスタイル

○ 需要側対策が必要だが…
 ボランタリーな行動変容のみでは

限界
○ 政府による推進政策が不可欠

 適切な社会システムへの移行
（制度、技術、インフラなど）

Source: https://www.iges.or.jp/jp/pub/net-zero-2050/ja Source: https://www.iges.or.jp/jp/pub/15-lifestyles/ja

未来ビジョン・移行戦略が必要
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ネット・ゼロ社会に向けた二つのシナリオ：人々の考え方や行動、都市・地域、暮らし、産業・農林水産業、
電力システムのあり方について差異化

ロックイン（現状維持）・シナリオ：
現状維持の力が強く働き、国内の社会変革
がほとんど起きない

トランジション（変革）・シナリオ：
国際的動向や国内の社会問題に応じて、
国内の社会変革が起きていく

• 所有価値（モノの所有）や経済合理性に重
きをおいた行動・消費パターンは維持され、大
量生産・大量廃棄が続く。

• 技術進歩により省エネは進むが、化石燃料
依存は続く。

• 集中型電源・既存の電力システムの維持。炭
素回収・利用・貯留（CCUS）を用いた化
石燃料の利用継続。

• 機能価値（機能やサービスの消費）が重視さ
れ、経済合理性に加え、環境合理性や生活の
質向上への要求が高まる。

• 技術進歩により省エネに加え、電化や水素の利
用が拡大。

• 多様な再生可能エネルギー中心。分散型電
源、送電網の拡充、ディマンドコントロールが進
む。

GDPについては、両シナリオとも2015年と同程度（＝一人当たりGDPは増加）

川上、栗山、有野（2020）「ネットゼロという世界」 地球環境戦略研究機関 https://www.iges.or.jp/jp/pub/net-zero-2050/ja

『ネット・ゼロという世界 2050年 日本 (試案)』 レポート（2020年6月）

4)カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル (2)
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ネットゼロを市民がより身近に取組むためのきっかけとなりうる行動変容や政策介入を検証する社会実験

■社会実装のケーススタディーとして、1.5度ライフスタイル社会実験を実施
■ 横浜市と京都市を対象 ■各都市2回の市民参加によるWS、家庭実験

②ライフサイクル削減効果算定 ③ツールキット開発
市民参加型プロセス

④都市別シナリオ・ビジョン策定

①消費ベース現状分析
中長期目標設定

課題 解決手法 （例）

歩行者と自転車の安全確保 自転車専用道の整備

自転車の利便性向上 シェア自転車の整備

バリアフリーな移動
バスのバリアフリー化
地域交通の充実
電動アシスト付き自転車の普及
（坂道への対応）

Stuart Davies@unsplash Harry Cunningham @unsplash

小中高生向けテキストの監修

出典：堀田（2023）循環経済と脱炭素（ネットゼロ）：環境と経済の新たな潮流、神奈川県・IGESオンラインセミナー「循環経済とネットゼロ：ビジネスとくらしの大変革」2023年1月

4)カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル (3)
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再生可能エネルギー拡大・国産グリーン水素で
1次エネルギーの8割が再エネ由来に

〈 1次エネルギー供給量割合〉

現在 2030 2035 2040 2050

①デジタル化を起点とする
社会経済の変化 ▼16% ②省エネ化・電化・水素化

▼21%

<2050年最終エネルギー消費量の要素別変化率>

トレンド デジタル
社会

素材利用
エネ利用
変化

輸出構造
変化 省エネ 電化 水素・

合成燃料
現在 2050年

省エネ・電化に加え、大胆な社会経済変化が
エネルギー需要低減・炭素生産性向上のカギ

IGES 1.5℃ 脱炭素ロードマップ
企業等のステークホルダーと共創する「前向きな変化を応援する道標」を目指し準備中

4)カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブのための循環経済及びライフスタイル (4)
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5)衡平性と包摂性の原則、ならびに利害関係者の参画の担保

基本計画の中でも重要性を確認

Our vision
7. In these Goals and targets, we are setting out a supremely ambitious and
transformational vision. We envisage a world free of poverty, hunger, disease and
want, where all life can thrive. We envisage a world free of fear and violence.
A world with universal literacy. A world with equitable and universal access to
quality education at all levels, to health care and social protection, where physical,
mental and social well-being are assured. A world where we reaffirm our
commitments regarding the human right to safe drinking water and sanitation and
where there is improved hygiene; and where food is sufficient, safe, affordable and
nutritious. A world where human habitats are safe, resilient and sustainable and
where there is universal access to affordable, reliable and sustainable energy.
8. We envisage a world of universal respect for human rights and human dignity,
the rule of law, justice, equality and non-discrimination; of respect for race,
ethnicity and cultural diversity; and of equal opportunity permitting the full
realization of human potential and contributing to shared prosperity. A world which
invests in its children and in which every child grows up free from violence and
exploitation. A world in which every woman and girl enjoys full gender equality and
all legal, social and economic barriers to their empowerment have been removed.
A just, equitable, tolerant, open and socially inclusive world in which the needs of
the most vulnerable are met.

Source: 2030年開発アジェンダ United Nations A/RES/70/1 https://sdgs.un.org/2030agenda

○ 全社会アプローチの重要性
 政府と非政府主体によるシステム変革
 衡平性と包摂性が野心を高める
第1回グローバル・ストックテイク（GST）技術的評価統合報告書（2023年9月）

○ 地域循環共生圏
 多様な主体による協働
 持続可能な地域に移行していく中で取り残

される人々や地域を生み出さない工夫

○ 対話と熟慮
 気候市民会議
 1.5℃ライフスタイル・ワークショップなど
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（５）経団連自然保護協議会



0

中央環境審議会総合政策部会との
意見交換会 ご説明資料

2023年11月22日
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環境分野における経団連の考え方

GX
（グリーントランスフォーメーション）

CE
（サーキュラーエコノミー）

NP
（ネイチャーポジティブ）

・経団連は提言「GXに向けて」（2022年
５月）をとりまとめ。

・政府は2023年２月に「GX実現に向けた
基本方針」を閣議決定。今国会でＧＸ
推進法、脱炭素電源法が成立。GX推進
戦略が閣議決定。

・経団連は、「サーキュラー・エコノミーの実現に向けた
提言」（2023年２月）とりまとめ。

・経済産業省は、資源有効利用促進法の改正も視野にCEの
推進を検討。

・環境省は、動静脈連携の構築や静脈産業の脱炭素化に向
けた規制緩和や各種支援策について検討。

・「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の採択を
受け、政府は国家戦略を閣議決定。

・経団連自然保護協議会は、「2030年ネイチャーポジ
ティブに向けたアクションプラン」（2023年６月）
を策定。

• 「サステイナブルな資本主義」を実践するうえで、環境分野におけるサステイナビリティ
の確保は最重要課題。

• グリーントランスフォーメーション（GX）、サーキュラー・エコノミー（CE）、ネイチャー
ポジティブ（NP：環境保全）を一体的に推進。
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会長 西澤 敬二
（損害保険ジャパン 取締役会長）
特別顧問３名 副会長12名 監事２名

経団連自然保護協議会の概要

企業への啓発・情報提供・
情報発信

経団連自然保護基金を通じた
プロジェクト支援、NGOとの交流

生物多様性に関する政策への
意見反映(政策提言)

会員企業132社 (2023年10月31日時点）

内訳 常任委員55社 通常会員77社

〈主要活動〉

■設立： リオの地球サミット（環境と開発に関する国連会議）が開催された1992年
※経団連は1991年に｢経団連地球環境憲章｣を策定。憲章の考えを自然保護分野で実践する組織として、 
経団連自然保護協議会と経団連自然保護基金を設立。

■目的： 途上国及び国内の自然保護活動の支援、企業の自然保護活動の促進
（経団連自然保護協議会規約第２条）

１ ２

３
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2022年 2023年

COP15、GBF採択
(12月) 

カナダ・モントリオールで開催された
CBD・COP15にて、愛知目標の
後継となる「昆明・モントリオール
生物多様性枠組」が採択

G7札幌会合
ネイチャーポジティブ経済
アライアンス発足(4月)

生物多様性国家戦略
生物多様性民間参画
ガイドライン公表
(3月・4月)

生物多様性を巡る動向と自然保護協議会の主な活動

TNFDフレームワーク
公表(9月) 

２

１ ３ ５

４

経団連自然保護協議会
アクションプラン公表
（６月)

経団連生物多様性
宣言改定

(12月予定)

８

IUCN
リーダーズフォーラム
訪ジュネーブミッション

(10月) 

７

経団連生物多様性宣言イニシアチブ

G７ネイチャーポジティ
ブ経済アライアンス
国際ワークショップ
（9月）

６
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自然保護協議会 アクションプラン（概要）

２
０
３
０
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
貢
献

(1) アクションプランの進捗管理、進捗結果を踏まえた改善策の実施

(2) 2026年のCOP17で行われるグローバルストックテイクを見据えた中間評価

(1) GBFの2030年目標の達成に資するNGO活動への助成

(2) SATOYAMAイニシアティブ推進プログラム（COMDEKS）への拠出

(3) 国内外の支援プロジェクト視察による進捗の確認

経団連自然保護基金
による貢献

PDCA

中間ストックテイク(2026年)

直
接
の
貢
献

１

5

(1) GBF等を踏まえた経団連生物多様性宣言の改定・同イニシアチブの推進

(2) 自然関連財務情報をはじめとする情報開示の浸透

(3) OECM、NbSなどGBFや国家戦略の実現に資する取組みの呼びかけ

(4) J-GBFへの協力を含むシンポジウム等の開催を通じた情報提供・啓発

ネイチャーポジティブ
経営の普及

2

(1) 企業による円滑なネイチャーポジティブ経営推進のための政策提言

(2) サプライチェーンも含めた生態系への影響把握のための基盤整備

(3) TNFD等における適切な情報開示フレームワークの整備

(4) OECMへのインセンティブ付与への取組み

円滑なネイチャー
ポジティブ経営推進
のための環境整備

3

(1) 海外動向調査ミッション派遣等(欧州諸国等）

(2) B7でのワークショップの主催等Nature Positive Alliance への協力

(3) 生物多様性ビジネス貢献プロジェクト等を通じた事例の発信

日本の取組み発信・
海外最新動向の把握

4

情報収集 情報発信

経
済
活
動
を
通
じ
た
貢
献
の
支
援

ベ
ー
ス
と
な
る
取
組
み

情報収集 情報発信

2023年 2026年2024年 2025年 2027年 2028年 2029年 2030年
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会員推移「経団連生物多様性宣言・行動指針」の改定

 愛知目標の採択（2010年）、SDGs採択、パリ協定採択（2015年）や経済界の取り組みを踏まえ、改定。
・生物多様性の重要性を認識した企業経営の推進により、SDGsに貢献
・「自然共生社会の構築を通じた持続可能な社会の実現」を目指す
・「生物多様性の主流化」の一層の推進

「日本経団連自然保護宣言」（2003年）に掲げた、生物多様性への取り組みを進化させた宣言。ＣＯＰ10（2010年）
の開催と生物多様性に係る新たな国際合意（愛知目標）の採択を見据え、 生物多様性に資する行動を一層推進するため、
７原則を策定。経済界の自主的取組み、実践重視の考えを表明。

(1)昆明・モントリオール生物多様性枠組（GBF） ・生物多様性国家戦略2023-2030等を踏まえ、
ネイチャーポジティブに貢献する宣言・指針。

(2) アクションプランも踏まえ、企業のネイチャーポジティブ経営の普及を目指す。

経団連生物多様性宣言等の策定（2009年３月）

経団連生物多様性宣言等の改定（2018年10月）

2020年：経団連生物多様性宣言イニシアチブ作成・公表
2021年：TNFD発足、ダスグプタレビュー発表
2022年：昆明・モントリオール生物多様性枠組（GBF）の採択
2023年：生物多様性国家戦略2023-2030の閣議決定、TNFDフレームワーク最終版開示

経団連生物多様性宣言等の改定（2023年12月予定）
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TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）への対応

・  自然関連財務情報開示フレームワーク(TNFD recommendations)が公表
（9/18）。西澤会長名で歓迎メッセージを寄稿。

・デビッド・クレイグ共同議長、トニー・ゴールドナー事務局長と協議会事務局にて、日本
におけるTNFDの理解増進に関する意見交換を実施（10/6）。

TNFDとの面談西澤会長メッセージ

デビッド・クレイグ共同議長（真ん中）
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G7ネイチャーポジティブ経済アライアンス（G7 ANPE）

・ 2023年4月、G7札幌 気候・エネルギー・環境大臣会合において、
ネイチャーポジティブな経済への移行の支援・促進を目指すための
「G7ネイチャーポジティブ経済アライアンス（The G7-Alliance 
on Nature Positive Economies）」発足。

・ 本アライアンスの一環として、ネイチャーポジティブに資する技術・ビジネスモデル等を共有する
国際ワークショップをB７の枠組みで開催することに合意。経団連(経団連自然保護協議会)
が、第１回国際ワークショップを主催（9月27日、28日）。

a) Japan Business Federation (Keidanren) will serve as an organizer in 2023 
as the Business 7 Presidency and a representative of business and financial 
sector in Japan.

b) The first workshop will be held in Q3-Q4 of 2023. Details will be circulated 
later.

c) The B7 Presidency will serve as an organizer of the workshop in each year 
on a rotating basis unless the G7 presidency decides otherwise.

G7 気候・エネルギー・環境大臣会合成果文書（抜粋）
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G7ANPE 国際ワークショップ
・国内外の先進企業９社（住友化学など）の事例紹介に加え、関連機関・イニシアチブや専門
家5名（OECD、WEF：世界経済フォーラム、WBCSDなど）による基調講演や総括等を実
施。国内外の企業・政府関係者を中心に、2日間で延べ560名以上が参加。

開会挨拶を行う伊藤環境大臣

基調講演を行うデビッド・クレイグ共同議長
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会員推移 訪ジュネーブ・ミッション

• ネイチャーポジティブに関する海外の動向調査と日本の経済界の取組みの情報発信を
目的として、訪ジュネーブ・ミッションを派遣（2023/10）。「第２回IUCNリーダーズ
フォーラム」にも参加。

• 現地では、国際機関等の要人との意見交換、参加企業の取組み紹介も活発に実施。
知見を習得するためのネットワーク構築に取り組んだ。

【主な訪問・面談先】
IUCN（国際自然保護連合）、Nestle、TNFD、WBCSD（持続可能な開発のための世界経済人会議)、
WEF（世界経済フォーラム）、WWF（世界自然保護基金）、UNEP FI（国連環境計画・金融イニシア 
ティブ）

WBCSD: ドミニク・ウォーレイ副代表（中央）

WEF: ニコール・シュワブ NbS共同部門長（中央左）
アカンクシャ・カトリ 自然・生物多様性部門長（中央右）

IUCN主要メンバーとの バイ会談

TNFD：エミリー・マッケンジー 

テクニカルディレクター（中央）

- 150 -



10

会員推移 新たな環境基本計画に関する意見

(1)日本企業のネイチャーポジティブ経営推進に向けた取組みを支援するための施
策の展開。

①国際情勢に合わせた「生物多様性民間参画ガイドライン」の機動的なアップデート

②SBT for Natureへの取組み支援(例：気候変動支援事業の生物多様性版)、

TNFD採用への取組み支援(例：TCFDｺﾝｿｰｼｱﾑのTNFD版)

③データ・ツールの整備・活用支援

(ｱ)生物多様性に関するグローバルなデータ・ツールの整備(グローバルサプライ

チェーンに関する影響把握に資するもの)

(ｲ)活用に向けた支援(例：「ツール触ってみよう会」といった勉強会の開催) 

④技術開発・普及の支援(例：「ビジネス貢献プロジェクト」のさらなる推進、技術開

発の推進）

(2)30by30目標に即したOECMや自然共生サイトの普及に向けて、税制優遇
や補助金、ソフト面での支援も含めたサイト支援者等に対する経済的インセ
ンティブの付与。

(1)環境保全とともに、経済成長や産業の競争力強化に資する政策展開を明記。

(2)環境課題（気候変動・生物多様性の損失・資源循環）における相互依存
性（シナジー・トレードオフ）を意識した統合的な施策の展開。

(3)「ネイチャーポジティブ」の認知度向上と国民レベルでの機運醸成。

日本企業 に
とって取組みや
すい環境整備
に関する施策

大きな方向性
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